
- 140 -

算定対象となる利用者については、加算しない。

６ ヘについては、イの夜間支援等体制加算(Ⅰ)を算定してい （新設）

る指定共同生活援助事業所又は外部サービス利用型指定共

同生活援助事業所であって、更に宿直を行う夜間支援従事

者を配置し、共同生活住居を巡回させることにより、利用

者に対して夜間及び深夜の時間帯を通じて、定時的な居室

の巡回や緊急時の支援等を提供できる体制を確保している

ものとして都道府県知事が認めた指定共同生活援助事業所

又は外部サービス利用型指定共同生活援助事業所において

、指定共同生活援助又は外部サービス利用型指定共同生活

援助を行った場合に、夜間支援対象利用者の数に応じ、１

日につき所定単位数を加算する。ただし、ニの夜間支援等

体制加算(Ⅳ)又はホの夜間支援等体制加算(Ⅴ)の算定対象とな

る利用者については、加算しない。

１の５の２ （略） １の５の２ （略）

１の６ 重度障害者支援加算 １の６ 重度障害者支援加算 360単位

イ 重度障害者支援加算(Ⅰ) 360単位 （新設）

ロ 重度障害者支援加算(Ⅱ) 180単位 （新設）

注１ イについては、別に厚生労働大臣が定める施設基準に 注 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものと

適合しているものとして都道府県知事に届け出た指定共 して都道府県知事に届け出た指定共同生活援助事業所又は日

同生活援助事業所又は日中サービス支援型指定共同生活 中サービス支援型指定共同生活援助事業所において、第８の

援助事業所において、第８の１の注１に規定する利用者 １の注１に規定する利用者の支援の度合にある者（指定障害

の支援の度合にある者（指定障害福祉サービス基準附則 福祉サービス基準附則第18条の２第１項又は第２項の規定の

第18条の２第１項又は第２項の規定の適用を受ける利用 適用を受ける利用者を除く。）に対して指定共同生活援助又

者を除く。）に対して指定共同生活援助又は日中サービ は日中サービス支援型指定共同生活援助を行った場合に、１

ス支援型指定共同生活援助を行った場合に、１日につき 日につき所定単位数を加算する。

所定単位数を加算する。

２ ロについては、別に厚生労働大臣が定める施設基準に （新設）

適合しているものとして都道府県知事に届け出た指定共

同生活援助事業所又は日中サービス支援型指定共同生活

援助事業所において、区分４以上に該当し、第８の１の
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注１の⑵に規定する利用者の支援の度合にある者（指定

障害福祉サービス基準附則第18条の２第１項又は第２項

の規定の適用を受ける利用者を除く。）に対して指定共

同生活援助又は日中サービス支援型指定共同生活援助を

行った場合に、１日につき所定単位数を加算する。ただ

し、イの重度障害者支援加算(Ⅰ)を算定している場合は、

加算しない。

１の７ 医療的ケア対応支援加算 120単位 （新設）

注 指定障害福祉サービス基準に定める員数の従業者に加え、

看護職員を常勤換算方法で１以上配置しているものとして都

道府県知事に届け出た指定共同生活援助事業所等において、

別に厚生労働大臣が定める者に対して指定共同生活援助等を

行った場合に、１日につき所定単位数を加算する。ただし、

１の６のイの重度障害者支援加算(Ⅰ)を算定している場合は、

加算しない。

１の８ 日中支援加算 １の７ 日中支援加算

イ 日中支援加算(Ⅰ) イ 日中支援加算(Ⅰ)

⑴ 昼間の時間帯において、世話人又は生活支援員等が支援 ⑴ 昼間の時間帯において、世話人又は生活支援員等が支援

を行う利用者（以下この１の８において「日中支援対象利 を行う利用者（以下この１の７において「日中支援対象利

用者」という。）が１人の場合 539単位 用者」という。）が１人の場合 539単位

⑵ （略） ⑵ （略）

ロ （略） ロ （略）

注１・２ （略） 注１・２ （略）

２～６の３ （略） ２～６の３ （略）

６の４ 強度行動障害者体験利用加算 400単位 （新設）

注 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものと

して都道府県知事に届け出た指定共同生活援助事業所又は日

中サービス支援型指定共同生活援助事業所において、一時的

に体験的な指定共同生活援助又は日中サービス支援型指定共

同生活援助の利用が必要と認められる者のうち、別に厚生労

働大臣が定める基準に適合すると認められた利用者に対し、


